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まなびあテラスからの 

お知らせを毎月 

おとどけします 

4月

「DNPグラフィックデザイン・アーカイブ所蔵品展  スポーツのポスターデザイン」 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
一

つ
で
あ
る
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、

ア
ー
ト
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
情
報
を
視
覚
的
に
訴
え
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

を
切
り
取
っ
て
も
、
多
彩
な
表
現
方

法
に
よ
り
、
情
報
を
的
確
に
、
そ
し

て
魅
力
的
に
我
々
に
伝
え
て
い
ま

す
。 本

展
で
は
、
公
益
財
団
法
人
Ｄ
Ｎ

Ｐ
文
化
振
興
財
団
（
大
日
本
印
刷
株

式
会
社
に
よ
っ
て
設
立
）
が
所
蔵

し
、
Ｃ
Ｃ
Ｇ
Ａ
現
代
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
し
て
い

る

10
万
点
以
上
の
作
品
の
中
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
ポ
ス
タ
ー

作
品
45
点
を
展
示
し
ま
す
。 

福
島
県
須
賀
川
市
に
あ
る
Ｃ
Ｃ

Ｇ
Ａ
現
代
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

優
れ
た
作
品
や
資
料
を
有
す
る 
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ア
ー
カ
イ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
で
、
ア
メ

リ
カ
版
画
の
作
品
群
で
あ
る
「
タ
イ

ラ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
カ
イ

ブ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
日
本
の
現
代

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
秀
作

を
集
め
た
「
Ｄ
Ｎ
Ｐ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
か
ら
な

り
ま
す
。 

こ
の
「
Ｄ
Ｎ
Ｐ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
中
か
ら
、

亀
倉
雄
策
や
田
中
一
光
、
福
田
繁
雄

な
ど
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
国
内
外
で

開
催
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
大

会
ポ
ス
タ
ー
を
中
心
に
ご
紹
介
し

ま
す
。
昭
和
か
ら
平
成
の
日
本
を
代

表
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
、
世
界

に
向
け
て
発
信
す
べ
く
制
作
し
た

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
東
根
市
が
ド
イ
ツ
の
イ
ン

ゲ
ル
ハ
イ
ム
・
ア
ム
・
ラ
イ
ン
市
と

交
流
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ド

イ
ツ
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ピ
エ
ー
ル
・

メ
ン
デ
ル
、
オ
ル
ガ
ー
・
マ
チ
ス
の 

 

ポ
ス
タ
ー
作
品
も
あ
わ
せ
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 
 

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
ポ
ス
タ
ー
上
に

表
現
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
主
題
と
し

た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の

数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

 

会  期：開催初日未定～6月 14日（日） ※美術館は４月中休館します。 
時  間：9:00～18:00 （最終入場 17：30） 

会  場：まなびあテラス 特別展示室 

入場料：一般 200円（20名以上の団体 150円） 

＊高校生以下、障がい者手帳をお持ちの方とその付添者 1名は無料 

休館日：第 2、第 4月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌平日休館） 

〔主催〕 まなびあテラス   〔協力〕 公益財団法人 DNP文化振興財団 

【タイトルバナーのイラスト、アマビエとは?】 

江戸末期の弘化３（1846）年に肥後国（熊本県）の海に

出現したとされる妖怪。京都大付属図書館所蔵の瓦版

にその記録が残されている。自ら「アマビエ」と名乗り

「病が流行したら私の姿を描いて人々に見せよ」と告

げて海へ帰ったという言い伝えから、疫病退散を願い、

現在イラスト等を描いて公開する人が急増中。 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策にあたり、５月
以降の展覧会開催に関しましては、今後の状況を注視
し、東根市役所または、まなびあテラスホームページ
等で随時お知らせします。皆さまには大変ご迷惑をお
かけしますが、ご理解ご協力のほどお願い致します。 

【重要】展覧会の開催についてお知らせ 



★ 5(日) 10:30 図書館スタッフ         

★ 9(木) 10:30 図書館サポーター・ひこうき雲 

★12(日) 10:30 一般サポーター・図書館スタッフ 

★19(日) 10:30 図書館スタッフ 

★23(木) 10:30 図書館サポーター・ひこうき雲 

★26(日) 10:30 一般サポーター・図書館スタッフ 

図書館 

幅広い年齢の方にご利

用いただける、自由な賑

わいのある図書館です。 

今
度
入
学
す
る
小
学
校
が
ど
ん

な
と
こ
ろ
か
気
に
な
っ
た
は
じ
め

く
ん
は
、
こ
っ
そ
り
お
姉
ち
ゃ
ん

の
あ
と
を
つ
け
て
…
。
ま
る
で
小

学
校
に
い
る
か
の
よ
う
に
、
授
業
、

昼
休
み
、
な
ど
の
様
子
を
体
感
で

き
る
絵
本
。
保
護
者
向
け
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
収
録
。 

『ニッポンのサイズ図鑑』 
  

石川 英輔/原作 淡交社編集局/編  

淡交社 609 ｲ 

『はじめくんがっこうへいく』 
  

もりかわ しげみ/さく 

やまにし ゲンイチ/え 

ナツメ社 E ﾔ 

「
単
位
」
の
成
り
立
ち
と

意
味
を
紹
介
。
長
さ
を
表
す

「
尺
」
・
お
酒
の
量
を
測
る

「
升
」
な
ど
、
昔
か
ら
日
本

人
が
使
っ
て
い
た
単
位
を
、

わ
か
り
や
す
い
言
葉
と
イ

ラ
ス
ト
で
解
説
。
ま
た
「
昔

は
コ
イ
ン
を
貫
い
て
管
理

し
て
い
た
」
な
ど
、
楽
し
い

雑
学
も
た
く
さ
ん
掲
載
。 

一般書 児童書 

・・・今
月
の
新
刊
案
内
・・・ 

名人の本を展示。 

４・５月のイベント 

東根市在住・在勤・在学の方限定！電子図書館をご利用
できます。 
家にいながらパソコンやスマートフォンで電子書籍の
貸出・返却ができます。 
登録していない方で、ご希望の方は受付カウンターへ
お申し出ください。 

図書館を便利に使いましょう 

「電子図書館」 

読書手帳をデコレーションしてみよう 

4/29（水・祝）10:00～15:00 

場 所：図書館グループ研究室前 

※参加無料・読書手帳をお持ちの方、利用カードを

お持ちで読書手帳発行対象の方 

読書手帳をデコレーションして世界に一冊のオリジ
ナル読書手帳をつくりませんか？ご自分の読書手帳
をお持ちの方はご持参ください。読書手帳とは読んだ 
 

【お知らせ】 
4月から「おはなしかい」
の時間が変わります。毎週
土曜日の読み聞かせが、日
曜日午前 10：30 からにな
ります。 

おりがみしおり作り 

4/25（土）10:00～15:00 

場 所：図書館グループ研究室前 

※参加無料・どなたでも 

おりがみで、本にはさむしおりをつくりましょう。 

こども上映会 

5/5（火・祝）13:00～14:00 

場 所：図書館おはなしのへや  定 員：30人 

※入場無料・予約不要 

※詳しくは館内チラシを 

ご覧ください。 

本の記録を残しておける手帳です。 
※図書館では、利用カードをお持ち
の方で山形県内在住・在勤・在学の
方に読書手帳を配布しています。ご
希望の方は相談カウンターへお申
し出ください。 

東根市図書館の HPより電子図書館を開き、ID・パスワー
ドを入れてご利用いただけます。 
レシピ本、出先で便利な旅行書、絵がアニメーションの
ように動く絵本など、電子図書館でしか楽しめない内容
が盛りだくさん。 
文字を大きくしたり白黒反転や音声読み上げなど電子
書籍でしかできないことを楽しんでみませんか？ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
当
面
中
止 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
中
止 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策 

の
た
め
中
止 

■状況によっては中止と 

 なる場合もございます。 



カラフルな地中の世界が出現！ 

最
後
に
皆
で
作
品
の

鑑
賞
会
を
し
ま
し
た
。
ど

の
作
品
も
独
創
的
で
生

き
生
き
と
し
た
多
彩
な

地
中
の
世
界
が
表
現
さ

れ
て
い
て
、
春
を
待
ち
望

む
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。 

「
大
人
に
な
っ
て
パ
ス

テ
ル
を
使
う
事
な
ん
て

な
い
の
で
楽
し
か
っ
た
」

「
集
中
で
き
た
。
も
っ
と

や
っ
て
み
た
い
！
」
な

ど
、
皆
さ
ん
楽
し
く
創
作

活
動
を
す
る
こ
と
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
よ
う
で
す
。 

2
月
29
日
（
土
）、
講
座
室
で
「
ク
リ
ニ
カ
ル

ア
ー
ト
や
ま
が
た
」
に
よ
る
臨
床
美
術
の
体
験

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か

ら
大
人
の
方
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
植
木
鉢
に
描
く
地

中
の
ア
ナ
ロ
グ
画
」。
も
う
す
ぐ
訪
れ
る
春
に
想

い
を
は
せ
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
地
中
の
世
界

を
表
現
し
て
い
き
ま
す
。 

素
焼
き
の
植
木
鉢
に
種
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
マ

ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
を
思
い
思
い
に
自
由
に
貼
り

付
け
、
そ
の
種
に
栄
養
を
与
え
る
よ
う
に
、
オ
イ

ル
パ
ス
テ
ル
を
何
色
も
塗
り
重
ね
て
い
き
ま

す
。
自
由
に
色
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
思
い
が

け
な
い
複
雑
な
色
味
が
現
れ
る
の
が
楽
し
く
、

皆
さ
ん
す
ぐ
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。 

 

日 時：5/4(月・祝 みどりの日) 

①10:00～12:00   

②13:00～15:00 

会 場：エントランスホール  

対 象：はさみを使える年齢の方 

参加費：無料 

定 員：なし。席が空き次第入れ替え制 

    （満席の場合はお待ちいただきます。） 

電話（0237-53-0230）もしくは、総合案内カウンターへ直接。 

日 時：5/16(土) 13:00～16:30 

会 場：アトリエ・講座室 

対 象：中学生以上 

参加費：2,000円   定 員：12名（申込先着順） 

持 物：汚れても良い服装（エプロン等）、筆記用具、 

    「花や植物」の下絵 

●コピー用紙に、たて 7cm×よこ 9cmサイズ内で鉛筆で 

 下絵を描いてお持ちください。 

●詳しくは館内のチラシかホームページをご覧ください。 

これらのイベントのお申込み・お問合せ 

 

市民活動支援 

センター 

市民活動支援センターは、さまざま

な分野で活動している人たち、これ

から活動したいという人たちを支

援する拠点施設です。 

団体登録していただくと各種特典

があります。詳しくは総合案内まで

お問い合わせください。 

二つの展示スペースとア

トリエを会場に、古今東西

のさまざまな美をご紹介

します。 

美術館 

2/29  臨床美術体験講座 「植木鉢に描く地中のアナログ画」 

【重要】展覧会の開催について（詳細） 

【臨床美術とは?】 

「春のお花のシール作り」 

※ワークショップ中の様子を写真・動画で撮影し、広報等に使用する場合があります。 

絵やオブジェなどの作品を楽

しみながら作ることによって

脳を活性化させ、高齢者の介護

予防や認知症の予防・症状改

善、働く人のストレス緩和、子

供の感性教育などに効果が期

待できる芸術療法（アートセラ

ピー）のひとつです。 

「初めての銅版画」 

 

講師：若月 公平氏   
東北芸術工科大学芸術学部 美術科版画コース 教授 

●4 月 18 日（土）～４月 30 日（木）の期間、美術館は臨時休館させ

ていただきます。 

 
●新型コロナウイルス感染拡大の状況をみて、4 月下旬頃に、5 月以降の

開館についての情報をお知らせします。 

館内の案内板やホームページ、ＳＮＳ等でご確認ください。 

 
●市民ギャラリーの一般展示について 

① 釜神様と縄文土偶展 主催：木彫りの会    

4 月 4 日（土）～6 日（月） 中止 

② 「モノローグ」 主催：東北芸術工科大学美術科彫刻コース 

4 月 5 日（日）～4 月 11 日（土） 中止 

5 月以降に市民ギャラリーのご利用を希望される方は美術館スタッフにご相談ください。 

 

※状況により下記イベントを延期、または中止

する場合があります。ホームページなどで随

時お知らせ致します。 

 



お問合せ：まなびあテラス（代表） TEL 0237-53-0223   図書館         TEL 0237-53-0227 
     美術館         TEL 0237-53-0229   市民活動支援センター  TEL 0237-53-0230 

 

[図書館]  TEL：０２３７-５３-０２２７  FAX：０２３７-４２-１２９５ 

[美術館]  TEL：０２３７-５３-０２２９  FAX：０２３７-４２-１２９６ 

[市民活動支援センター] TEL：０２３７-５３-０２３０  FAX：０２３７-４２-１２９６ 

東根市公益文化施設 

〒９９９-３７３０ 山形県東根市中央南 1丁目７-３ 

TEL：０２３７-５３-０２２３（代表） 

開館時間 

【図書館】  ９：００～２０：００（平日）／９：００～１９：００（日祝） 

【美術館】  特別展示室・市民ギャラリー ９：００～１８：００  アトリエ ９：００～２１：３０ 

【市民活動支援センター】 ９：００～２１：３０ 

ブーランジェリー・カフェ「オイッティ･マルシャン」 ９：００～２１：３０（Ｌ.Ｏ.２１：００） 
第 41 号  2020 年 4 月 8 日発行 

休館日 
4月 13日（月） 

27日（月） 

＊上記対応によります記事の差し替えのため、4月号の発行が遅れましたことをお詫びいたします。 

（1）ご予約済みの方 
      利用中止または別日に振り替え変更にご協力をお願い申し上げます。 
      詳しくは総合案内カウンターまでご相談ください。 

（2）新規申し込み予定の方 
・4月中に実施する新規予約はお申し込みいただけません。 
・5 月 1 日以降の利用については、新規予約を承りますが、今後の状況によっては利用中止または
別日に振り替え変更となる場合がございますので、ご理解くださいますようお願いいたします。 

【重要】※新型コロナウイルス感染拡大防止への対応について（おしらせ） 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、まなびあテラスでは引き続き以下の通りの対応を実施いたし
ます。ご利用者の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 
 

【期間】4月 1日（水）～4月 30日（木） 
【対応】●貸出施設の利用不可 ※カフェ「オイッティ マルシャン」は営業 
     ●催し物は中止または延期 
       ●図書館は貸出と返却のみ利用可能。（読書・閲覧利用、学習室利用は不可） 

※5月以降につきましても、感染症拡大の状況により、上記を継続する場合もございます。決まり次第、都度
お知らせします。 

引き続き、4月 1日以降も、下記の利用はできません。 
●図書館………………………学習室、閲覧席、おはなしのへや、ブラウジングコーナー 
●美術館………………………特別展示室、市民ギャラリー 
●市民活動支援センター……講座室、アトリエ、プリント工房 
●エントランスホール 

1． 館内施設の対応について（詳細） 

2． 催し物について（詳細） 

■美術館  
①釜神様と縄文土偶展 木彫りの会   4月 4日（土）～6日（月）→中止 
②「モノローグ」   東北芸術工科大学美術科彫刻コース 新 4年生展  

4月 5日（日）～4月 11日（土）→中止 
  ③DNPグラフィックデザイン・アーカイブ所蔵品展「スポーツのポスターデザイン」 

4月 18日（土）～6月 14日（日）→開会日延期（初日未定） 
■図書館 
①おはなし会             4月の第 2・第 4木曜日と毎週日曜日→中止 
②おりがみしおり作り         4月 25日（土）→中止 
③読書手帳をデコレーションしてみよう 4月 29日（水・祝 昭和の日）→中止 

 
■市民活動支援センター 
・はじめての消しゴムはんこ。教室 4月 29日（水・祝 昭和の日）→延期または中止（決まり次第連絡） 
 
※該当するイベントに参加お申込み頂いている方には、まなびあテラスより別途、ご連絡致します。 
※延期の場合も、状況により中止になる可能性があります。 
※5月以降の事業開催については、4月下旬に決定する予定です。 

3． 貸館利用／施設見学・視察などの団体利用について 


